
第１回 徳島県医療的ケア児支援センター検討会

次 第

日時 令和３年１２月２３日（木）

午後６時30分から８時まで

場所 徳島市医師会館 ４階 中会議室

１ 開 会

２ 挨 拶

徳島県保健福祉部 鎌村感染症・疾病予防統括監

３ 議 事

（１）座長選任

（２）｢医療的ケア児及びその家族の支援に関する法律｣について

（３）医療的ケア児等とその家族の生活実態調査について

（４）その他

４ 閉 会

【資 料】
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・資料１ 徳島県医療的ケア児支援センター検討会について

・資料２ 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律の全体像

・資料３ 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律の公布について

・資料４ 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律の施行に係る

医療的ケア児支援センター等の業務等について

・資料５ 徳島県医療的ケア児とその家族の生活実態調査について
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徳島県医療的ケア児支援センター検討会について

１ 会議名称 徳島県医療的ケア児支援センター検討会

２ 目 的

本年９月に「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が施行された

ことを踏まえ，医療的ケア児支援センターの設置等の検討を行うため，本検討会を設

置する。

３ 任 期 令和３年１２月２３日から令和５年３月３１日まで

４ 委 員 保健，医療，福祉，保育，教育等関係機関及び当事者団体等 １４名

５ 検討事項

（１）医療的ケア児とその家族の現状把握に関すること

（２）医療的ケア児支援センターの設置のあり方等に関すること

（３）その他必要な事項

６ 今後のスケジュール（予定）

年度 検討内容 その他

R3.12.23～ ・徳島県医療的ケア児支援センター検討会の進 ｢実態調査｣の
め方 実施

令 ・医療的ケア児支援センターの概要説明 (R4.1月 目途）
和 ・「医療的ケア児とその家族の生活実態調査」
３
年 （ 必要に応じ開催 ）
度

R4.3月 ・「医療的ケア児とその家族の生活実態調査」
結果報告

令 R4.5月～ ・本県の医療的ケア児支援センターに求められ
和 る機能，支援体制
４
年 （ 必要に応じ開催 ）
度

資料１



施行期日：公布日から起算して３月を経過した日
検討条項：法施行後３年を目途としてこの法律の実施状況等を勘案した検討

医療的ケア児の実態把握のための具体的な方策／災害時における医療的ケア児に対する支援の在り方についての検討

医療的ケア児支援センター（都道府県知事が社会福祉法人等を指定又は自ら行う）
○医療的ケア児及びその家族の相談に応じ、又は情報の提供若しくは助言その他の支援を行う
○医療、保健、福祉、教育、労働等に関する業務を行う関係機関等への情報の提供及び研修を行う 等

保育所の設置者、学校の設置者等による措置

○保育所における医療的ケアその他の支援
看護師等又は喀痰吸引等が可能な保育士の配置

○学校における医療的ケアその他の支援
看護師等の配置

国・地方公共団体による措置

○医療的ケア児が在籍する保育所、学校等に対する支援
○医療的ケア児及び家族の日常生活における支援
○相談体制の整備 ○情報の共有の促進 ○広報啓発
○支援を行う人材の確保 ○研究開発等の推進

支

援

措

置

保育所の設置者、
学校の設置者等の責務

国･地方公共団体の責務

基本理念
１ 医療的ケア児の日常生活・社会生活を社会全体で支援
２ 個々の医療的ケア児の状況に応じ、切れ目なく行われる支援

医療的ケア児が医療的ケア児でない児童等と共に教育を受けられるよう
に最大限に配慮しつつ適切に行われる教育に係る支援等

３ 医療的ケア児でなくなった後にも配慮した支援
４ 医療的ケア児と保護者の意思を最大限に尊重した施策
５ 居住地域にかかわらず等しく適切な支援を受けられる施策

立法の目的
○医療技術の進歩に伴い医療的ケア児が増加

○医療的ケア児の心身の状況等に応じた適切
な支援を受けられるようにすることが重要
な課題となっている

⇒医療的ケア児の健やかな成長を図るととも
に、その家族の離職の防止に資する

⇒安心して子どもを生み、育てることができ
る社会の実現に寄与する

◎医療的ケア児とは
日常生活及び社会生活を営むために恒常的に医療的ケア（人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為）

を受けることが不可欠である児童（１８歳以上の高校生等を含む。）

医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律の全体像
（令和３年６月11日成立）
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児童福祉法の改正
第五十六条の六第二項
「地方公共団体は、人工呼吸器を装着している障害児その他の日常生活を営むために医療を要する状態にある
障害児が、その心身の状況に応じた適切な保健、医療、福祉その他の各関連分野の支援を受けられるよう、保
健、医療、福祉その他の各関連分野の支援を行う機関との連絡調整を行うための体制の整備に関し、必要な措
置を講ずるように努めなければならない。」

＊ 画像転用禁止

（平成28年5月25日成立・同年6月3日公布）

（厚生労働科学研究費補助金障害者政策総合研究事業「医療的ケア児に対する実態調査と医療・福祉・
保健・教育等の連携に関する研究（田村班）」の協力のもと障害児・発達障害者支援室で作成）

⃝ 医療的ケア児とは、医学の進歩を背景として、ＮＩＣＵ等に長期入院した後、引き続き人工呼吸器や胃ろう等を使用し、たんの吸引や
経管栄養などの医療的ケアが日常的に必要な児童のこと。

⃝ 全国の医療的ケア児（在宅）は約2.0万人〈推計〉

○ 歩ける医療的ケア児から寝た
きりの重症心身障害児※1まで
いる。

○ 生きていくために日常的な医
療的ケアと医療機器が必要
例）気管切開部の管理、人工
呼吸器の管理、吸引、在宅酸
素療法、胃瘻・腸瘻・胃管から
の経管栄養、中心静脈栄養
等

※1：重症心身障害児とは重度の知的障害と
重度の肢体不自由が重複している子ども
のこと。全国で約43,000人（者も含まれて
いる）。［岡田.2012推計値］
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第16回（R2.10.5） 資料４
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